
【目的・目標】
本事業を実施することとした目的や、本事業を通じて目指
す目標について簡潔に記載ください。

【本頁の作成に当たっての留意事項】

・ 各項目について、灰色の吹き出しにおいて示
している内容を踏まえて、記載ください。

・ 本頁で示す各項目については、適宜文字や表
の大きさを変えるなどして、１頁で収まるよう記
載ください。

令和７年度ICTを活用した児童生徒等に対する指導の充実
（ICT端末における著作教科書活用促進事業） 取組概要

目的・
目標

⚫ 障害のある児童生徒の学習支援:ICTを活用し、障害による学習困難を克
服するためのデジタル教材を開発・提供する。

⚫ 特別支援教育の質の向上:教員の教材作成負担を軽減し、効果的な授業
実践を支援するツールを開発・提供する。

【対象とする知的障害者用著作教科書】
本事業で開発するデジタル教材で対象としている知的障
害者用著作教科書の学部・教科・段階を記載ください。

【愛媛大学】

対象とする
知的障害者用
著作教科書

小学部算数（☆、☆☆(1)、
☆☆(2)、☆☆☆）
中学部数学（☆☆☆☆、
☆☆☆☆☆）

【タイトル】
委託団体名を追記ください。

取組概要

⚫ 遠隔学習支援システム「志」および教材作成ツール「EduCraft」の開発・活用
愛媛大学が開発した「志」は、顔認証機能やアクセシビリティ機能を備えた遠隔学習支援システム。
「EduCraft」は、特別支援学校教員が容易に教材を作成できるWebアプリで、インタラクティブ機能が特徴。
両システムを連携させ、知的障害者用著作教科書（さんすう・数学）に対応したデジタル教材の開発・提供を行った。

⚫ デジタル教材の整備および機能改善
算数・数学の教科書に対応したデジタル教材を作成し、「志」および
「EduCraft」を通じて公開した。
さらに、「EduCraft」の操作性の向上および教材共有機能の整備
を行い、現場のニーズに基づく機能改善を実施した。
前年度作成の教材についても見直しを行い、質の向上を図った。

⚫ 産学連携による実践研究
複数の大学・高等専門学校と現職教員が連携し、コンソーシアムを
形成した。特別支援学校において実践研究を実施し、開発した教材
の有用性および教育的効果、ならびに運用上の課題について検証を
行うとともに、運用上の課題を整理した。

⚫ 普及に向けた取組
開発したデジタル教材およびツールについて、公開環境の整備および
試用機会の提供を行い、全国の特別支援教育の現場への普及を推進した。

【取組概要】
本事業での取組のうち、特に力を入れて取り組んだ点や
アピールしたい点、特色ある取組を中心に、取組全体の概
要を簡潔に記載ください。
また、関連する写真等があれば、積極的に掲載ください。
なお、写真・図の掲載や報告内容の分量に基づき、枠の幅
を調整いただくことは可能です。

教科書ビューアー「志」とデジタル教材「EduCraft」の連携



開発しているデジタル教材の概要

【本頁の作成に当たっての留意事項】

・ 各項目について、灰色の吹き出しにおいて示
している内容を踏まえて、記載ください。

・ 本頁で示す各項目については、適宜文字や表
の大きさを変えるなどして、１頁で収まるよう記
載ください。

令和７年度ICTを活用した児童生徒等に対する指導の充実
（ICT端末における著作教科書活用促進事業） 取組概要 【愛媛大学】

【開発しているデジタル教材の概要】
本事業で開発に取り組んでいるデジタル教材の内容に
ついて、簡潔に記載してください。
その際、デジタル教材の仕様等が分かるよう、関連する図
や写真等を積極的に掲載ください。（写真の掲載枚数の
上限はありませんが、最低でも１枚は掲載していただくよう
お願いします。）
また、デジタル教材の開発の２年間の進捗状況も記載し
てください。

【タイトル】
委託団体名を追記ください。

「EduCraft」の
操作イメージ

▲「志」の閲覧イメージ：教科書の下部には該当ページに対応
した小テスト問題を作成し、回答できるようにした。

⚫インタラクティブなデジタル教材
「EduCraft」上の教材は、教科書の各単元に対応し、教科書の画像や
イラストを活用して内容と関連付けながら学習できるよう設計した。
また、ドラッグ＆ドロップやタップ操作、点つなぎ等のインタラクティブ機
能を備え、直感的な操作を通じて理解の促進および段階的な学習が可
能となるよう工夫している。
さらに、「志」と「EduCraft」を連携させ、教科書閲覧とデジタル教材を
組み合わせた学習環境を構築した。 ▲「EduCraft」に教科書のイラストを内蔵し、教材作成時に

利用できるようにした。



【本頁の作成に当たっての留意事項】

・ 各項目について、灰色の吹き出しにおいて示
している内容を踏まえて、記載ください。

・ 本頁で示す各項目については、適宜文字や表
の大きさを変えるなどして、１頁で収まるよう記
載ください。各枠の大きさは変更いただい差し
支えありません。

【本事業の成果】
本事業を通じた成果について、具体的に記載ください。
定量的に成果を測ることのできる工夫をされている場合
は、その結果についても積極的に記載ください。

【課題と今後の展望】
本事業の実施を通して見えてきた課題や達成できなかっ
た課題について、具体的に記載ください。
また、それらの課題を克服するための今後の展望につい
ても、具体的に記載ください。

【タイトル】
委託団体名を追記ください。

令和７年度ICTを活用した児童生徒等に対する指導の充実
（ICT端末における著作教科書活用促進事業） 取組概要 【愛媛大学】

課題
・

今後の
展望

● 課題

継続的な研修および支援体制の充実並びに、教材作成・授業活用における操作性の一層の向上に向けた取組の推進

が重要である。

●今後の展望

開発したデジタル教材およびツールについて、全国の特別支援学校への普及を図る。あわせて、広報活動や研修会の実

施により活用を促進するとともに、ユーザーフィードバックおよび利用状況を踏まえ、継続的な機能改善および運用体制

の強化を進める。これらの取組により、他教科への活用の拡大が見込まれる。

本事業の成果

● 教材の整備および質の向上：知的障害者用著作教科書（算数・数学）のほぼ全ての単元に対応するデジタル教材を整備した。あわせて、
既存教材についてフォントや配色の見直し等を行い、視認性および操作性の向上を図った。さらに、実践校での授業実践を通じて得られた
フィードバックを踏まえ、教材内容の改善を行い、教材の質の向上を図った。

● 実践校における活用と効果検証：実践研究協力校においてデジタル教材を活用した授業実践を実施し、教材の有用性および教育的効果
について検証を行った。その結果、児童生徒の主体的な学習参加および学習意欲の向上が確認された。また、教員から操作性や機能に関す
る改善要望等の意見を収集した。

● 「EduCraft」の機能改良：実践校で得られた意見を踏まえ、教材作成および授業活用の観点から機能改良を実施した。編集操作機能の
改善、画像素材の拡充、教材検索支援機能の追加、共有コードの利便性向上等を行い、教材作成時および活用時の利便性の向上を図った。

● 活用支援体制の整備：「EduCraft」の活用にあたっては、実践校での試行を通じて、基本的な操作の理解により円滑な活用が可能であ
ることが確認された。そのため、操作マニュアルや解説動画の整備、研修機会の提供等を行い、教員が教材作成および授業活用を短期間で
円滑に実施できる支援体制の構築を進めた。

● システム連携の高度化：「志」と「EduCraft」のシステム連携を強化し、教材利用における利便性の向上を図った。

開発した
アプリ等
のURL

【愛媛大学デジタル教材プロジェクト ホームページ】

https://ehimeuniv-cie.jp/digital_text_project/【開発したアプリ等のURL】
本事業で開発したアプリ等を閲覧・使用することのできる
URLを記載してください。（QRコードの掲載も可）
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